
 

 

た
ん
ぽ
ぽ
活
動
の
一
年
間
の
集
大
成

と
言
い
ま
す
か
、
一
年
の
ス
タ
ー
ト
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
待
ち
に
待

っ
た
「
た
ん
ぽ
ぽ
の
新
春
童
謡
を
歌
う

会
」
が
栄
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

当
日
は
九
時
半
に
実
行
委
員
と
協
力

会
員
の
人
達
が
集
ま
り
、
先
ず
大
森
代

表
の
挨
拶
と
、
最
終
的
な
打
合
わ
せ
が

あ
り
本
番
前
の
準
備
に
入
り
ま
し
た
。 

 

十
二
時
前
に
は
バ
ザ
ー
出
店
の
方
々

の
準
備
も
ほ
ぼ
整
い
、
ス
テ
ー
ジ
で
は

最
後
の
リ
ハ
ー
サ
ル
が
行
わ
れ
、
本
番

前
の
あ
の
何
と
も
い
え
な
い
ピ
ー
ン
と

し
た
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。 

受
付
開
始
前
か
ら
お
待
ち
に
な
っ
て

い
る
お
客
様
も
多
く
、
開
店
し
た
バ
ザ

ー
に
早
速
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
い
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
ま
た
、
次
か
ら
次
と

会
場
に
入
っ
て
く
る
人
達
の
顔
も
、
心

な
し
か
期
待
と
興
奮
に
う
き
う
き
と
し

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。 

 

十
三
時
三
十
分
、「
歌
う
会
」
の
始
ま

り
で
す
。
お
な
じ
み
、
司
会
の
「
野
原

家
」
に
よ
る
軽
妙
な
自
己
紹
介
で
幕
が

上
が
り
、「
ピ
エ
ロ
の
日
」
メ
ン
バ
ー
と

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
歌
「
手
の
ひ
ら
を
太

陽
に
」
を
大
合
唱
。
会
場
の
み
な
さ
ん

も
し
っ
か
り
歌
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

毎
年
出
演
し
て
い
た
だ
く
、
ソ
リ
ス

ト
の
伊
藤
さ
ん
、
矢
野
さ
ん
、
桐
生
さ

ん
、
そ
れ
に
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ピ
ア

ノ
演
奏
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
っ
た
飯
田

さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力
く
だ
さ

っ
た
「
い
で
た
ち
」
の
み
な
さ
ん
、
本

当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

                

そ
し
て
、
「
レ
イ
ン
ボ
ー
」
の
皆
さ
ん

の
一
糸
乱
れ
ぬ
手
話
ダ
ン
ス
、
「
な
か

ま
の
家
」
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
歌
声
、

初
め
て
ス
テ
ー
ジ
に
参
加
し
て
く
だ
さ

っ
た
「
ま
っ
て
る
」
の
皆
さ
ん
、
た
ん

ぽ
ぽ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
ピ
エ
ロ
の
日
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ち
ょ
っ
と
笑
っ
ち

ゃ
う
演
技
と
歌
・
・
・ 

み
ん
な
で
作

り
上
げ
た
音
楽
会
、
ま
さ
し
く
「
あ
り

が
と
う
・
こ
れ
か
ら
も
」
の
新
春
の
一

日
で
し
た
。 

 

今
回
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
童
謡
に

こ
だ
わ
っ
た
選
曲
の
為
か
、
客
席
か
ら

の
歌
声
も
大
き
く
聞
こ
え
ま
し
た
。
ソ

リ
ス
ト
の
声
量
溢
れ
る
歌
に
は
耳
を
澄

ま
し
、
コ
ミ
カ
ル
な
歌
に
は
、
自
然
に

客
席
か
ら
笑
い
が
湧
き
、
そ
れ
は
そ
れ

は
得
も
言
わ
れ
ぬ
雰
囲
気
で
し
た
。 

 

最
後
は
、
ス
テ
ー
ジ
と
会
場
、
出
場

者
全
員
一
体
と
な
っ
て
歌
う
「
夕
や
け

こ
や
け
」、
過
ぎ
行
く
思
い
と
夢
を
ま
た

来
年
に
託
し
て
終
っ
た
一
日
で
し
た
。 

 

私
た
ち
は
、
ま
た
来
年
の
「
新
春
童

謡
を
歌
う
会
」
に
向
け
、
今
日
か
ら
心

を
新
た
に
し
て
出
発
し
ま
す
。 

 
 

綿 

毛 
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会員集会のお知らせ 

 日時  4 月 25 日（水） 

      午後 1 時～ 

 場所  福祉保健活動拠点 

 内容  18 年度活動報告 

      18 年度会計報告 

      19 年度の活動予定 

  お茶しながら懇談もしよう 



 
  司会の「野原家」  本当の家族のように見えましたか？ 

  すみれは、小学校2年から始めましたが、今はもう 

  高校三年生です。 さて何年司会をしているのかな？ 

 
 
 
 
 
                           
                          公会堂玄関前に立てかけた看板でしたが、 

                          少々地味ではないですか？ との声、 

                          次回は派手に花でも貼りましょうよ。 

                          みなさん、どう思います？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   手話ダンス「レインボー」さんのダンスはもちろんですが、衣装がとっても素敵だったわ 

   という声をたくさん聞きました。いつも色々工夫をして下さり、本当に楽しみです。 

   左は「南の島のハメハメハ大王」、右は「小さな世界」の演技です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
   地域作業所「まってる」さんは、今回       茅ヶ崎の「なかまの家」は新居に 

   初めてのステージでした。みんなとっても     引っ越したばかりとか、気持ちも新たに 

   生き生きしています。「おかあさん」を       「あんたがたどこさ」「ひらいたひらい 

   元気に歌ってくれました。            た」となつかしい歌が届きました。 

 



桐生次子さん 「メモリー」 

 キャッツの衣装とメイクアップ ブラボー  ！！ 

 
 
 
 
 
 
 
                           矢野めぐみさん  「乾杯」 

                            眼が覚めるような豪華な衣装に 

                            ワイングラス！ イケテルよね！！ 

 
                         矢野さん、伊藤さん 「月の砂漠」 

                           砂漠から飛んできたようなお二人 

                           息もピッタリ   

 
 
 
 
 
 
  伊藤正昭さん  「バラ色の人生」 

    バラの花の背景にとってもマッチして 

    恋の歌を切々と歌ってくださいました 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
   「おはなしゆびさん」の会員演技         「森のくまさん」の会員演技 

  中央は、一応赤ちゃんになりきっています     くまさんは、着ぐるみで大奮闘です 

地域作業所 「まってる」さんからメッセージが届きました 

私たち地域作業所まってるは、「童謡を歌う会」で、今回初めてステージの上で１曲歌うという貴重な機会

を与えていただきました。曲は「かあさんの歌」で、事前練習の時は、しっとりした内容の歌詞に思わず涙

してしまうメンバーもいました。 
そしていざ本番では、会場の温かい雰囲気に包まれて、皆、落ち着いて歌うことができました。歌い終わ

ってステージから退場しようとした時、メンバーのＮさんが客席に向かって叫んだ「みんなありがとうー!!」
の感謝のことばは、まるで私たちを代表して言ってくれているかのようでした。 
たんぽぽのみなさん、会場のみなさん、本当にありがとうございました。これからも、「童謡を歌う会」に

参加させていただけることを楽しみにしています。   （地域作業所まってる職員 斉木ゆみ子） 



施設紹介  その（５）  

湘南グリーン介護老人保健施設 上郷 

              平成１７年２月開所  所在地 栄区上郷町 

電話 ０４５－８９０－６１０６ 

＊生活リハビリを含めた良質のケア施設 
 ＊家庭復帰をめざす通過施設 

＊在宅ケア支援施設 
＊地域に根ざした施設 

 

    

 

 

 

 

 

 

 
特 徴  施設内は広々とし、暖色使いで中庭に池を配し、全居室に光が入り、明るく清潔で、 

食事もﾊﾞﾗﾝｽの良い温冷配膳車により家庭にいる雰囲気です。また職員の方々の、 
さわやかな挨拶が、とても気持ちよかったです。 

 
  ＊入居者の介護度は：３の人が中心  ＊平均年齢：８４歳   ＊男女比 ：３対７ 
＊サービス内容  ：入所サービス・ショートステイサービス・デイサービス〔送迎有り〕      

                     
  日曜日には、♪通所リハビリテーシヨン♪ あり、ご家庭で生活されている要介護の方々は 
明日への活力となるデイケアの１日を楽しまれては、如何でしょうか～ 

 
【介護保険法による３施設の違い】 
 
１：介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 
   生活重視の視点から居住環境を重視し、終生入所生活が出来る。 
      「上郷苑」「クロスハート栄・横浜」「陽のあたる丘MISONO」「ライフコート栄」 
 
２：介護老人保健施設 
   在宅復帰・在宅生活支援重視型施設（リハビリ機能） 
   保険・医療・福祉を統合した機能を有する中間施設 
      「ケアポート田谷」「湘南グリーン介護老人保健施設上郷」「リハビリポート横浜」 
 
３：介護療養型医療施設 
   病状に応じた医学的管理を受けることが必要な人に対応する医療を提供 

        

収 容 人 数 など 
入所定員 ⇒１５０名   通所定員 ⇒３０名 
部屋数 ⇒ １階 一人部屋×３３   ３３名 
      ２階 一人部屋× ６ 
         二人部屋× １ 
         四人部屋×１６   ７２名 
      ３階 一人部屋× １ 
         四人部屋×１１   ４５名 
鉄筋コンクリート造  ３階建て 
協力病院：横浜栄共済病院  桂台歯科 

 もうじきここで３時のおやつタイムです 

 



 
 

地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
中
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
技
や
趣
味
を
生
か
し
た
文

化
活
動
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
社

会
的
活
動
な
ど
、
様
々
な
区
民
活
動
を

お
こ
な
っ
て
い
る
方
が
大
勢
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
活
動
の

た
め
に
必
要
な
ス
ペ
ー
ス
や
、
各
活
動

を
総
合
的
に
支
援
し
た
り
、
情
報
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
進
め
る
た
め
の
機
能
を

有
す
る
場
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え

な
い
状
況
で
す
。 

 

そ
ん
な
中
、
様
々
な
区
民
活
動
の
支

援
や
情
報
交
換
の
場
と
し
て
利
用
で
き

る
施
設
、「
さ
か
え
区
民
活
動
セ
ン
タ

ー
」
が
本
郷
台
駅
前
の
横
浜
銀
行
三
階

を
整
備
し
て
、
二
月
六
日
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。 

 

同
時
に
、
二
階
に
は
「
つ
ど
い
の
広

場
さ
か
え
」
と
し
て
、
障
害
児
・
者
の

相
談
支
援
コ
ー
ナ
ー
と
、
幼
児
を
自
由

に
遊
ば
せ
な
が
ら
親
同
士
の
情
報
交
換

や
交
流
を
は
か
っ
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
に

よ
る
育
児
相
談
が
受
け
ら
れ
る
ス
ペ
ー

ス
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。 

 

前
日
の
五
日
午
前
中
に
は
、
宮
永
栄

区
長
を
始
め
、
関
係
団
体
の
代
表
が
参

加
し
て
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

午
後
は
栄
区
音
楽
協
会
に
よ
る
弦
楽

四
重
奏
と
フ
ル
ー
ト
四
重
奏
の
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
さ
か

え
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
多
く
の
区

民
が
参
加
し
ま
し
た
。 

         
 

  

コ
ン
サ
ー
ト
後
に
は
、
開
設
準
備
に

関
わ
っ
た
「
お
し
か
け
隊
」
の
メ
ン
バ

ー
に
よ
る
、
参
加
団
体(

栄
区
文
化
協

会･

栄
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会･

栄
区
当

事
者
団
体
部
会
・
さ
か
え
自
主
学
習
連

絡
会
・
栄
区
生
涯
学
習
連
絡
会)

の
活
動

Ｐ
Ｒ
が
あ
り
、
各
団
体
の
ブ
ー
ス
で
は
、

チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
説
明
を
し
た
り
、

参
加
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

セ
ン
タ
ー
内
の
使
い
勝
手
な
ど
、
熱
心

に
見
学
す
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
か
ら
は 

本
郷
台
駅
や
「
あ
〜
す
ぷ
ら
ざ
」
が
眺 

め
ら
れ
、
と
て
も
明
る
い
施
設
で
す
。 

 

【
利
用
で
き
る
部
屋
・
機
能
・
設
備
】 

▼
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス 

 

グ
ル
ー
プ
の
打
ち
合
わ
せ
や
簡
単
な 

 

作
業
が
で
き
る
共
有
ス
ペ
ー
ス
。 

▼
研
修
室 

 

会
議
や
勉
強
会
等
に
利
用
で
き
ま
す
。 

▼
印
刷
・
作
業
コ
ー
ナ
ー 

 

印
刷
機
や
紙
折
り
機
が
あ
り
、
会
報 

 

等
の
作
成
に
利
用
で
き
ま
す
。 

 
 

(

利
用
は
有
料
、
事
前
予
約
必
要) 

▼
閲
覧
コ
ー
ナ
ー 

 
市
民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に 

 

関
す
る
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。 

▼
相
談
・
受
付
コ
ー
ナ
ー 

 

活
動
を
始
め
た
い
人
に
は
、
団
体
・ 

 

グ
ル
ー
プ
等
紹
介
。
活
動
に
つ
い
て 

 

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

▼
貸
し
出
し
可
能
機
材 

 

液
晶
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー･

ス
ク
リ
ー 

 

ン
・
ス
ラ
イ
ド
映
写
機 

等 
 

印
刷
・
作
業
コ
ー
ナ
ー
と
研
修
室
の
利 

用
、
貸
し
出
し
機
材
の
利
用
に
つ
い
て 

は
事
前
登
録
が
必
要
で
す 

＊
開
館
時
間 

 

月
〜
土 

九
時
〜
午
後
八
時
半 

 

日
曜
・
祝
休
日 

九
時
〜
午
後
六
時 

＊
休
館
日 

 

毎
月
一
回
定
期
点
検
日
・
年
末
年
始 

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

（
８
９
４
）
９
９
０
０ 

Ｆ
Ａ
Ⅹ 

（
８
９
４
）
９
９
０
３ 

 
        

 
 

た
ん
ぽ
ぽ
も
早
速
登
録
し
ま
し
た
。 

今
後
必
要
に
応
じ
て
利
用
し
て
い
き
た 

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
他
分
野
の 

活
動
を
知
り
、
情
報
交
換
や
交
流
を
図 

る
き
っ
か
け
を
作
る
場
所
と
し
て
期
待 

し
て
い
ま
す
。 

 

さかえ区民活動センター 

つどいの広場さかえ 

   2 月 5 日 開所式 

明るい室内でのコンサート 



         

◆ 

栄
区
地
域
福
祉
計
画
フ
ォ
ー
ラ
ム 

 

「み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」 

二
月
一
七
日
（土
） 

会
場 

 

栄
区
役
所
新
館 

四
階
八
号 

講
演 

一
時
半
〜
二
時
四
十
五
分 

【
一
部
】「
ど
う
な
る
？ 

 
 
 
 

十
年
後
の
あ
な
た
の
ま
ち
は
？
」 

【
二
部
】 

「遊･

学
・教
で
豊
か
な
地
域
を
！
」 

【
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】 

 
 

 

十
四
時
四
十
五
分
〜
十
六
時
半 

テ
ー
マ  

『
十
年
後
の
自
分
、
地
域
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

み
ん
な
元
気
で
す
』 

総
合
司
会 

 

内
海 

宏 

  

◆ 

さ
か
え
福
祉
活
動
ホ
ー
ム 

 
 

「な
か
よ
し
ま
つ
り
」 

二
月
二
十
五
日
（
日
） 

十
時
〜
二
時
（小
雨
決
行
） 

内
容 

 

模
擬
店
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 
 

 

体
験
コ
ー
ナ
ー
・
バ
ザ
ー 

 
 

 
 

 

パ
ネ
ル
展
示 

 
 

な
ど 

当
日
は
た
ん
ぽ
ぽ
か
ら
も
応
援
隊
が
協

力
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。 

＊
さ
か
え
福
祉
活
動
ホ
ー
ム
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
で
き
ま
し
た
。
制
作
し
て
い
る
作

品
や
利
用
者
の
様
子
が
良
く
分
か
り
ま

す
。
た
ん
ぽ
ぽ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ン
ク
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◆ 

第
八
回
よ
う
こ
そ
で
あ
い
広
場 

三
月
三
日
（
土
） 

十
時
半
〜
二
時 

会
場 

 
 

福
祉
保
健
活
動
拠
点 

内
容 

 
 

 

 
 

バ
ザ
ー
（手
芸
品
、
リ
サ
イ
ク
ル
ル
品
） 

 
 

模
擬
店
（食
事
、
の
み
も
の
、
お
み
や
げ
） 

 
 

手
遊
び
コ
ー
ナ
ー 

 
 

さ
か
な
つ
り
ゲ
ー
ム 

 
 

福
引
コ
ー
ナ
ー 

◎
た
ん
ぽ
ぽ
か
ら
は 

 
 

バ
ザ
ー
・
模
擬
店
（
ト
ン
汁
） 

 

 
 

パ
ネ
ル
や
チ
ラ
シ
に
よ
る
Ｐ
Ｒ 

温
か
い
ト
ン
汁
を
作
っ
て
待
っ
て
い
ま

す
。
バ
ザ
ー
品
も
豊
富
に
用
意
し
て
い

ま
す
よ
。
ど
う
ぞ
来
て
下
さ
い
。 

 

◆
「福
祉
の
つ
ど
い
」開
催 

十
七
年
度
ま
で
栄
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連

絡
会
と
し
て
開
催
し
て
き
た
「
福
祉
の

つ
ど
い
」
を
、
今
年
度
は
社
協
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
部
会
と
当
事
者
団
体
部
会
の
共

催
事
業
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
お
互
い

を
知
り
合
う
こ
と
が
大
き
な
目
的
で
す

が
、「
災
害
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
意

見
交
換
も
予
定
し
て
い
ま
す
。 

二
月
二
十
八
日
（
水
） 

午
後
一
時
半
〜 

栄
区
役
所
新
館
四
階
会
議
室 

  

◆
栄
ソ
リ
ス
テ
ィ 

ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト 

 
 
 

『あ
り
が
と
う
一
〇
年
』 

童
謡
を
歌
う
会
で
協
力
い
た
だ
い
て
い

る
桐
生
さ
ん
か
ら
の
情
報
で
す
。 

三
月
七
日
（
水
）  

十
三
時
半
〜 

栄
公
会
堂 

（車
椅
子
席
有
り
） 

入
場
無
料 

＊ 

さ
ん
ぽ
み
ち
水
曜
コ
ン
サ
ー
ト
拡
大

版
と
し
て
行
い
ま
す
。
気
楽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

（
曲
目
） 

愛
の
挨
拶
、
ラ
・カ
ン
パ
ネ
ラ
、
マ

ン
マ
、
落
葉
松
、
千
の
風
に
な
っ
て 

他 
 

       

◆ 

横
浜
・栄
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

情
報 

 
 

二
月
十
日
（土
）金
沢
区
の
災
害 

 
 

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
森
参
加 

金
沢
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
行
っ
た
訓
練
は
、
地
域
防
災
拠

点
と
連
携
し
た
も
の
で
、
立
ち
上
げ
た

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
と
送
り
出
し
、
避
難
所

な
ど
現
地
で
の
実
践
活
動
と
、
そ
れ
ぞ

れ
役
割
分
担
し
な
が
ら
ス
ム
ー
ズ
に
進

行
し
、
反
省
会
も
き
ち
ん
と
実
施
さ
れ

良
い
体
験
に
な
り
ま
し
た
。 

いろいろ情報 

小学校での炊き出しで 

４００人分のトン汁を 



舞
台
に
立
っ
て 

 
 
 
 
 
 
 

斎
藤 

眞
人 

 

童
謡
を
歌
う
会
に
参
加
し
て
今
年

で
３
年
目
で
す
。
舞
台
に
立
つ
と
い

う
こ
と
の
難
し
さ
を
つ
く
づ
く
感
じ

ま
し
た
。 

 

そ
の
役
に
な
り
き
る
為
に
は
そ
れ

な
り
の
勉
強
が
必
要
で
す
。
観
客
に

な
る
ほ
ど
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と
、
ま

た
そ
の
場
面
に
引
き
込
む
こ
と
が
大

切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
歌
「
証
城
寺
の
狸
ば
や
し
」

は
千
葉
県
木
更
津
の
浄
土
真
宗
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
の
お
寺
庭
が
舞
台
で

す
。
「
可
愛
い
た
ぬ
き
さ
ん
」
チ
ー
ム

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
練
習
に
、
本

番
に
、
良
く
頑
張
り
ま
し
た
ね
。 

〝
ブ
ラ
ボ
ー
〞 

 

お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ 

 
 
 
 
 
 
 

森
山 

三
郎 

 

ピ
エ
ロ
の
日
に
何
時
も
の
通
り
参

加
し
、「
童
謡
を
歌
う
会
」
に
私
の
班

が
「
お
も
ち
ゃ
箱
」
に
決
ま
り
、
よ

し
や
る
ぞ
と
心
に
決
め
ま
し
た
が
、

こ
の
歌
は
余
り
歌
っ
た
事
が
な
か
っ

た
の
で
一
瞬
不
安
に
も
な
り
ま
し
た
。

私
の
体
験
を
順
を
追
っ
て
箇
条
書
き

に
し
ま
す
。 

（
一
）
大
し
た
事
は
な
い
、
直
ぐ
覚

え
ら
れ
る
。（
二
）
だ
け
ど
歌
は
歌
っ

て
み
れ
ば
調
子
外
れ
、
蒲
谷
さ
ん
に

も
、
家
内
に
も
注
意
さ
れ
る
。
（
三
）

歌
の
間
に
休
符
が
あ
り
、
間
に
注
意

し
最
近
は
何
と
か
歌
え
る
よ
う
に
な

る
。（
四
）
楽
譜
で
（
反
復
・
飛
ば
す
・

あ
る
記
号
ま
で
戻
り
、
又
そ
こ
か
ら

歌
う
）
の
記
号
、
又
注
意
書
き
、
覚

え
る
の
に
大
変
。 

（
五
）
私
は
鉛
の
兵
隊
の
役
、
所
作

は
ぎ
こ
ち
な
く
や
る
必
要
が
あ
り
、

ひ
が
み
で
は
無
く
、
自
分
に
相
応
し

い
と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。 

（
六
）
朝
、
目
が
覚
め
る
と
全
部
の

歌
を
暗
譜
で
歌
い
、
寝
る
時
も
お
な

じ
、
早
く
目
が
覚
め
、
早
く
寝
ら
れ

健
康
に
も
良
い
と
思
う
。 

 

童
謡
を
歌
う
会
を
顧
み
て 

 
 

 
 

 
 

 

内
海 

六
郎 

 

今
年
の
童
謡
を
歌
う
会
も
、
入
場

者
満
席
の
大
盛
況
で
終
わ
っ
た
。『
た

ん
ぽ
ぽ
』
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
早

十
五
年
目
に
な
る
か
ら
驚
き
で
あ
る
。 

 

会
場
入
り
口
に
は
、
各
回
毎
の
写

真
パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
、
数
年
前
の

若
き
自
分
の
姿
を
見
て
、
時
の
流
れ

を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

 

勿
論
代
表
の
大
森
さ
ん
の
手
腕
に
は

敬
服
で
す
が
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
ピ

エ
ロ
の
仲
間
を
、
よ
く
サ
ポ
ー
ト
し 

て
下
さ
る
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
成
果

を
生
ん
で
い
る
と
思
う
。
本
当
に
有

難
い
こ
と
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
会
を
よ
く
見
る

観
客
の
介
護
師
Ｋ
子
さ
ん
か
ら
直
接

感
想
を
聞
き
ま
し
た
。
『
健
常
者
と

障
害
者
が
一
体
と
な
っ
て
明
る
く
楽

し
く
歌
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
そ
こ

に
は
全
く
暗
さ
を
感
じ
ず
、
嫌
な
こ

と
の
多
い
こ
の
世
の
中
、
こ
の
会
を

観
て
な
い
皆
さ
ん
に
も
是
非
こ
の
雰

囲
気
を
も
っ
と
見
せ
て
あ
げ
た
い
。

童
謡
は
自
分
の
子
供
の
こ
ろ
が
風
景

と
重
な
り
感
動
し
た
。
大
変
で
し
ょ

う
が
め
け
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

今
後
も
継
続
し
て
下
さ
い
』 

 

私
は
、
こ
ん
な
に
喜
ん
で
下
さ
る

応
援
者
の
声
に
励
ま
さ
れ
来
春
も
頑

張
る
ぞ
と
思
っ
た
。 

艦
長
役
楽
し
か
っ
た 

 
 

 
 

 
 

 

大
谷 

正
敏 

 

一
月
二
十
四
日
、
今
回
も
皆
で
頑

張
っ
て
出
演
し
ま
し
た
。
昨
年
か
ら

積
み
重
ね
て
き
た
も
の
を
開
演
直
前

ま
で
練
習
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
を
手

話
付
き
で
会
場
の
み
な
さ
ん
と
歌
い

開
演
で
す
。 

 

会
場
に
は
一
般
の
人
も
大
変
多
く
、

ベ
ビ
ー
カ
ー
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま

し
た
。
「
わ
〜
く
く
ら
ぶ
」
の
皆
さ
ん

も
会
場
に
陣
取
っ
て
私
達
に
声
援
を

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
も
今
年
は

会
場
が
良
く
見
え
て
楽
し
く
、
高
く

か
ざ
し
て
手
を
振
っ
て
く
れ
た
二
人

に
思
わ
ず
負
け
ず
に
手
を
振
っ
た
も

の
で
す
。
私
は
「
カ
モ
メ
の
水
兵
さ

ん
」
の
艦
長
役
で
し
た
が
、
制
服
も

ピ
タ
リ
と
決
ま
り
、
楽
し
く
演
ず
る

こ
と
が
出
来
て
大
変
感
謝
し
て
い
ま

す
。 

 

ピ 

エ 

ロ 

の 

日 

物
語 

   「村の鍛冶屋」熱演です 

和尚さん、たぬきさん、 兵隊さんも応援 

 艦長・水兵  カッコいいね 

  最初の出演でちょっと緊張 



１月１２日（水）
ピエロの日
 　童謡の会に向け、最
　終練習、新年の抱負
　も聞 きました。

１月１５日（月）
公田山百合会
新年会
　

１月２２日（月）
みどり会
　クラフトの籠づくり

１月２３日（火）
災ボラネット定例会
　議題検討の他、毎
　月研修会があり、
　

１月２５日（木）
ゆたか会
ゲーム・お茶会

１月３１日（水）
ピエロの日スタッフ会
　２・３月打合わせ
綿毛取材
　老健（湘南グリーン）を
　訪問しました。

２月５日（月）
さかえ区民活動セン
ターオープニング
イベント
　中面に詳細報告

２月２５日（日）
さかえ活動ホーム
「なかよしまつり」開催
　毎年行われる、とっても楽
　しいイベントです。みなさ
　んの参加を待ってます。

３月１４日（水）
運営委員会
　会員集会に向けての
　準備をします。

４月２５日（水）
会員集会
　午後１時～４時
　福祉保健活動拠点
　会員のみなさん
　お集まりください。

１月１８日（木）
さかえ区民活動センター「おしかけ隊」打合わせ会
　２月５日に開所式を向かえるセンターのオープニングイベ
ン
　トについて打合わせを行いました。様々な分野から参加し
　ているこの準備会を「おしかけ隊」と呼びます。
１月２４日（水）
童謡を歌う会　本番
　曇ってはいましたが、寒くなく
　穏やかな一日で、多くのお客
　様と楽しく童謡を歌うことがで
　きました。中面に詳細を掲載。

３月３日（土）
「ようこそ・であい広場」
　　福祉保健活動拠点　１０時半～
　　　　　　　　　　　　　　　たんぽぽはバザーと模擬店（トン汁）
　　　　　　　　　　　　　　　で参加します。ホームページで詳細
　　　　　　　　　　　　　　　チラシをご覧になれます。

新入会員紹介　　　　加納　日佐子さん（小菅ヶ谷）　　「ピエロの日」に参加しています

たんぽぽホームページ　http://sakae-tanpopo.com

たんぽぽの活動インフォメーション

１月５日（金）
栄区新年会
　栄スポーツセンターで開催
　区内の組織・団体の代表が
　集合しました。

１月９日（火）
童謡の会準備
　歌集印刷・看板や用品の
　作成・司会者練習など
　一日フル回転

１月１０日（水）
・運営委員会
　　議題を早く終了させ
　　歌集完成を優先

・童謡実行委員会
　　本番前の実行委員会
　　で、最終的な確認を
　　しました。歌集の製
　　本も終了、少しほっ
　　としました。

１月１７（水）
童謡を歌う会リハーサル
　本番に向けて、各出演者の連携や会員演技
　など、ポイント練習をしました。３時からは説
　明会、各担当チーフを中心に打合わせを行い
　ました。

２月１４日（水）
活動チーフ会
　綿毛９１号も発行
童謡を歌う会実行委員会
　反省会として実施、次回に
　向けてしっかり話し合います

２月２８日（水）
福祉のつどい　午後１時半～　区役所
　今年度は当事者団体部会とボランティア
　部会の合同開催です。お互いを知り合う
　ことが目的ですが、「災害」をキーワード
　として意見交換をします。


